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風雨の中 "激走,,

駅伝大会が 2月11日行わ

れ､14.8kmを優勝めざしひ

たす ら走 りました｡

(関連記事2-5ページ)

毎月5日発行 ･発行編集/光町役場総務課広報防災係 ･〒289-17 光町宮川lI,902 TELO479-84-1211㈹

町の人 口世帯数 く2月 1日現在〉人口11,969人 男 5,845人 女6,124人 世帯数3,133世帯





(3)広 報 ひ か り

T'-､-- ＼･:.二 部 門 別優 勝
一 般 の 部 二又Aチーム

小学生の部 白浜スポーツ少年団Aチーム

中学生男子の部

中学生女子の部
陸上部Aチーム

二又Aチーム

悲願の優勝､バンザーイ.〟

陸上部Aチーム

アベ ック優勝ができてたいへんうれしい｡

天候が悪かったけど､みんながよく頑張った

からだと思う｡

白浜スポーツ少年団Aチーム

日頃の練習の成果がでました｡たい-んうれ

しい｡

中 継 所 と 区 間 足巨離

尾
垂
南
岸

丁
字
路

※一般 と中学生男子

の第 3走者は尾垂

南岸T字路 (第 3

中継所)を通過 し､

五之 神 前 までの

4.1km

関

青

年

館

前

五

之

神

前

全長14.8km

般

中学生男子

中学生女子

小 学 生

旧
向
後
銘
木
店
前
(作
間
内
)

篠

原
火

の
見

下

ス
タ
ー
ー

役

場

前

広

場

ゴ
ー
ル





(5)広 報 ひ か り

日
頃
の
練
習
の
成
果
が
実
を
結

び
､
今
大
会
で
10

･
15
回
の
出
場

を
果
た
し
'
表
彰
の
栄
に
輝

い
た

選
手
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
｡

ま
た
､
選
手
の
皆
さ
ん
に
感
想

を
伺
う
と
､
｢
こ
れ
か
ら
も
練
習
を

か
さ
ね
頑
張

っ
て
い
き
た
い
oJ
と

語

っ
て
く
れ
ま
し
た
｡

15

回
出
場
選
手
(敬
称
略
)

宝米宝米

土屋高宏土屋英夫

F
れu

鮒

駅
伝
大
会
の
経
過

辛第

第
1
回
大
会
は
､
｢
建
国
記
念
の

自チ ームの選手 を見守 る

日
｣
の
祝
賀
の
意
味
を
も

っ
て
､

昭
和
43
年
2
月
10
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
｡

コ
ー
ス
は
'
役
場
(
ス
タ
ー
-
)

-

言
下
倉
庫
-

篠
本
二
区
公

民
館

(
折
り
返
し
)
-

役
場
-

-
関
十
字
路

(
折
り
返
し
)
-

役
場
(ゴ
ー
ル
)
と
い
う
全
長
26

･

4山､8区間で行われました.また､参加チームは11チーム(一般7･中学生4)で総合優勝は､中学生陸上Aチーム

でした｡

その後､昭和50年以降は現在のコースに変更し行われて

巌

二又原方便方

川
回
出
場
選
手

宇 井 正 敏 布 施 庚 志 鵜 汚 政 幸 鵜 汚

白磯白磯白磯入

向後英統川野昌久鵜之･/
澤常吉川島敏彦

走れる限-参加したい

私は毎年､大会の2ケ月前から練習を始めています｡今年は'私が勤めから帰ると､中学校陸上部の長距離
をしている2年の娘が､

｢お父さん'今日は一緒に走ろ,rPJと､声をかけてきました｡一緒に走ることによって､親子のコミュニケーションを持つことが出来

ました｡

実

川

今
年
は
､

1
般
28
チ
ー
ム
が
参

加
｡
我
が
辻
チ

ー
ム
は
2
チ
ー
ム

が
参
加
し
､
A
チ
ー
ム
が
4
位
､

B
チ
ー
ム
が
20
位
で
し
た
｡

私
は
A
チ
ー
ム
の
第
2
区

(
3

h
)
を
走
り
ま
し
た
｡
第
1
区
の

走
者
か
ら
タ
ス
キ
を
受
け
､
2
km

位
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
､
疲
れ
と
風

の
た
め
に
足
が
前
に
出
な
く
な

っ

て
来
た
の
で
す
｡
そ
の
時
､
沿
道

通

(辻
)

で
応
援
し
て
い
る
人
達
か
ら
の

｢
ガ
ン
バ
レ
I
oJ
の

三
戸
に
力

づ
け
ら
れ
､
タ
ス
キ
を
第
3
区

の
走
者
に
渡
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
｡

私
は
'
今
年

40オ
を
迎
え
ま

す
が
､
駅
伝
大
会
に
は
17
回
出

場
し
ま
し
た
｡
今
後
も
､
健
康

に
留
意
し
て
'
走
れ
る
限
り
参

加
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
｡













(ll)広 報 ひ か り

福祉だよ り◎ (町母子家庭修学費助成金)

高等学校等に在学中の児童に対し､修学費

の一部を助成することにより田子家庭等の経

済的安定と児童の福祉向上を図るものです｡

児童扶養手当の支給要件を満し､監護又は

養育する子のすべてか満18歳以上の者で､高

等学校 ･高等専門学校 ･盲学校 ･うう学校 ･

養護学校並びに修業年限3年以上の専修学校

･各種学校に在学している者｡

所得金額に応じて助成されます｡

全額助成 月額 20,000円

一部助成 月額 13,000円
助成用は､岳年9月､3月の年2回助成さ

れます｡

申請書に在学証明書を添えて申請して下さ

い｡

なあ､申請書矧 ま､住民福祉課福祉係にあ

ります｡

●問合せ 住民福祉課福祉係

84-1211 内線154

福 祉 豆 辞 典

痴 テ票 蓋護 談 在宅で痴呆性老人を介護している

家族に対 し＼適切な介護方法等につ

いて＼助言＼指導のほか､各種情報

の提供を行っていますo

○相談方法 電話による相談

℡0472(48)0084

○相談日時 毎週金曜日(祝Ej除く)





(13)広 報 ひ か り

生 涯 学 習 へ チ ャ レ ン ジ - 公 民 館 学 習 講 座 参 加 者 募 集 J

公 民 館 で は ､ 数 々 の 教 室 ､ 講 座 を企 画 し ま した ｡ 皆 様 の 参 加 を お待 ち して い ま す ｡

学習の喜び楽 しさ実感

ワープロ

一般コース 午後6:00全4回

小学生コース 午後2:00全3回

美 しいハーモニー

コーラス
日曜日午後l:30全20回

土 に いの ち を

与える

陶 芸

日曜日

午前コース9:30全6回

午後コースl:30全6回

心の伝わる筆字の

書 道

金曜 日 午後7:00 毎 月 2回

日曜 日 午後 l:30 全12回

土 に親 しむ

野菜づくり
日曜日 午前9:00

全 8回

子どもの成長は

親の成長から

家庭教育学級

仝10回

心と体の リフレッシュ

健康づ くり
皆さんで企画 して ください

公民館 もお手伝いします

楽 しい学習で

毎 日の生 きが い を

寿 大 学
5月から毎月l回全日回

規子で

おやつづくり
日曜日 午後l:30

全 4回

じょうずに着たい

着 付
金曜日 午後7:00

全 3回

※この他 に各事 業所 ､団体 ご との

希 望 に よ り講 師 を派遣 します ｡

自信を持 って

文字を書 く

ペン習字

第 1木曜日 毎月2回

第3日曜日 全20回

午後l:30

もらって嬉 しい

手づ くり年賀状

版 画

日曜日

午前9:00-

午後3:00

全 4回

申 込 町 民 会 館 ℡ ㊥ 1358

クラブ新会員募集 芸票 芸芸芙悪霊ヲ外に次の タラ7'活動があ ります｡

茶道 クラブ 毎 月第 2･4木曜 日 午後 1:30

書道 クラブ 毎 月第 2･4土曜 日 午後 1:30

生花 クラブ 毎 月第 2 ･4日曜 日 午後 1:30

俳 句短歌会 毎 月第 2 金曜 日 午前10:00

韓吟 クラブ 毎週 土曜 日 午後 1:30

囲碁 ･･将棋会 毎月 日曜 日 午前 9:00

園芸 クラブ 季節によ り

光厨会 (舞踊) 不定期

ウインドオーケストラ､光吹奏楽田 不定期 土曜 日 午後 7:00

タンス同好会 毎週 水曜 日 午後 7:30

エアロビクス クラブ 海 月第 1 ･3土曜 日 午後 7:30

ヨガ クラブ 毎週 日曜 日 牛後 7:30

空手道 ク.ラブ 毎週木曜 日 午後 7:30

シニアソフ トボール 不定期

◎申込方法等詳しくは､3月中旬に募集案内をお届けします｡ (受付期間 3/20-4/8)





(15)広 報 ひ か り

県
広
報
番
組

《
フ
ジ
テ
レ
ビ
(
8
1O
)》

★ホツ
ー
レ
ポ
ー
ー
千
葉

▼
放
送

日
時

毎
週
水
曜
日

午
前

7
時
40
分

1
45
分

▼
番
組
形
式

レ
ポ
-
-
形
式

7
日

･
世
界
に
誇
る
先
端
技
術

-

n
千
薬

14
日

･
ウ

ォ

ー
タ
ー

フ
ロ
ン
-
を

走
る

～
京
葉
線
全
線
開
通

～

21
日

･
自
然
を
満
喫

～
潮
干
狩
り
～

28
日

･
文
化
の
香
り

～
青
葉
の
森
公
園
～

(再
)

毎
週
水
曜
日

午
後

1
時
～

★
け
ん
み
ん
ら

い
ふ

▼
放
送
日
時

毎
週
水
曜
日

午
後
10
時

10
分

～

(再
)

毎
週
木
曜
日

午
後

1
時
～

★
情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

一1

′

▼
放
送
日
時

毎
週
木
曜
日

午
後

10
時

10
分

～

国
の
進
学
ロ
ー
ン

平
成
2
年
春
に
高
校

･
大
学
等

に
進
学
さ
れ
る
お
子
様
を
お
持
ち

の
方
に
お
す
す
め
し
ま
す
｡

一l▲l
dJ-ll
dJhl
,dL-11
*HJ.A
_H-.l
dJhl
,JLk.l
二一-.A
.1-h.A
.き.A
_HL-A
,l

cm
長
さ
に
切
る
｡

○
生
妾
は
'
せ
ん
切
り
に
し
ま
す
｡

◎
中
華
な
べ
を
熟
し
て
油
を
入
れ

油
が
熟
-
な

っ
た
ら
生
妾
を
軽

▼

一
進
学
者
あ
た
り

1
0
0
万
以
内

▼

ご
融
資
期
間

5
年
以
内

▼
利
率

年
6
･
2
%

▼
保
証

(
財
)
進
学
資
金
融
資

保
証
基
金
ま
た
は
保
証
人

(
1
名
以
上
)

▼
返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返
済

ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
､
ス
テ
ッ

プ
返
済
も
で
き
ま
す
｡

Li一lll
lき■l
Ll一h,l
主hl
i】一■l
dtII'l
LLhLl
一lLthl
I一lb1
PrL)一ll
1一Lhl
LlllLl▲

-
い
た
め
'
豚
肉
を
い
た
め
て

取
り
出
す
｡

0
③

の
な
べ
で
､
大
根
を
強
火
で

い
た
め
､
す
き
と
お
っ
た
ら
､

▼
お
取
扱
い
期
間

平
成
元
年
日
月
か
ら
平
成
2

年
4
月
ま
で

▼
国
民
金
融
公
庫
千
葉
支
店

〒
2-0

千
葉
市
中
央
4
の
13
の
9

℡
0
4
7
2
⑳
1
1
7
1

▼
問
合
せ

融
資
第

1
課
長

菅
原
ま
で

《
千
葉
テ
レ
ビ
》

★ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
ル
ポ

▼
放
送
日
時

毎
週
月
曜
日

午
後
10
時

10
分

～

(再
)

毎
週
火
曜
日

午
後

1
時
～

★
ア
ン
グ
ル

▼
放
送
日
時

毎
週
火
曜
日

午
後

10
時

10
分
～

台 鈴木 玉枝 さん

栄董改善推進員

大

根と豚肉
の
妙
め

物

作り方

0
大

根は皮をむ
き
3
cm
長
さ
の

たんぎ-に
切
り
､
に

らも3

に
ら
を
加
え
､

豚
肉
を
も
ど
し

て
､
調
味
料
を

入
れ
､
ひ
と
ま

ぜ
す
る
｡

◎
大
根
は

一
年
中

栽
培
さ
れ
､
ビ

タ
ミ

ン
C
を
多

-
含
み
'
煮
物

や
､
酢
の
物
等

に
幅
広
-
使
え

ま
す
｡
又
葉
も

利
用
し
た
い
も

の
で
す
｡

お
く
や

み
申
し
上
げ
ま
す

二
月
十
五
日
現
在
受
付

(順
不
同
敬
称
略
)

行

政

区

StJm

氏

名

台

㌶
鈴
木

長

塚

㍑
伊
橋

木

戸

㍑
椎
名

宮

内

亮
越
川

桑

郷

亮
小
林

古

屋

鳥
鈴
木

二

又

%
布
施

篠

原

%
竹
内

篠
本

一
区

%
大
木

白

磯

%
片
岡

宮

内

‰
越
川

｢‖ー

-
-1
-
丁

_
I
J




